
「平和の鐘」2013 年 4 月号（1） 

 

編集・発行 カトリック幟町教会（宣教企画部 広報係） 
チームミニストリー：後藤正史神父(モデラトール),アルベルト神父, 豊田尚臣神父 
〒730-0016 広島市中区幟町 4 番 42 号 
TEL (082)221-0621 FAX (082)221-8486  
http://www.nobori-cho-catholic.com 2013 年 4 月号 №454 

「主イエス・キリスト、あなたは

尊い十字架と栄えある復活に

よって世界を救ってくださいま

した。」－「わたしたちはあなた

を礼拝し、賛美します。」 

 

2013 年 3 月 13 日（日本時

間 14 日早朝）、わたしたち教

会の第 266 代牧者に世界の

人々の耳目を集める中で、わ

たしたちの教皇フランシス

コが選出されました。新教皇

は選出以後、すでにいくつか

のメッセージ（スピーチ、説

教）が発せられ、その核心部

分（基本姿勢）が浮かびあが

ってきます。主なところを共

に分かち合ってみましょう。 

 

①  3 月 13 日、＜選出直後、

世界に向けて、聖ペトロ（サ

ンピエトロ）大聖堂バルコニ

ー＞ 

【全世界のために祈る教会】

「友愛、愛、信頼の旅にでかけ

よう。…いつも祈り合い、より大き

な兄弟愛が生まれるよう、全世

界のために祈ろう」と呼びかけ

ました。世界平和記念聖堂に

集うわたしたち幟町教会は特別

に深く、この呼びかけを受けと

めたい。 

【祈りの三点セット】 

主の祈り、アヴェ・マリアの祈り、

栄唱を会衆（また、全世界の

人）と共に唱えたことを心に留

めたい。 

②  3 月 14 日、＜教会のため

に捧げるミサ、教皇選出選挙

に参加した枢機卿と共に、シ

スチーナ礼拝堂＞  

【三つの動き（運動）と共にある

教会～信仰（神と共に）、教会

（共同体と共に）、宣教（社会と

共に）～】 

「わたしたちは皆勇気を持って、

主と共に、主の十字架と共に歩

み（to walk）、十字架の上にあ

ふれ流れた主の御血の上に教

会を建て(to build)、十字架に

つけられたキリストの栄光を宣

べ伝え(to profess)ましょう。そう

してこそ、教会は前に進んで行

くのです。」 

③  3 月 15 日、＜すべての枢

機卿と共に、クレメンスホー

ル＞ 

【福音を宣べ伝える教会】 

「聖霊による力強い息吹によっ

て教会は勇気を持って、わたし

たちは福音を宣べ伝える新た

な方法をたゆまず追い求めて

いきます。そして福音は地の果

てに至るまで伝えられていくの

です。」 

【老齢者の知恵】（枢機卿の多

くは老齢であることを意識して）

「老齢は人生の知恵の座と申し

上げたい。…歳月がたてばぶど

う酒がうまくなるように、人生の

知恵を若者に与えましょう。…

老齢は静けさと祈りの時ですし、

若者にこの知恵を伝える時でも

あります。」 

④  3 月 16 日、＜世界中から

のメディアに向けて、パウロ

六世ホール＞ 

【聖霊の導きのもとにある教会

（神の民）】 

「教会は確かに、代々受け継い

できた人間的、歴史的制度で

はありますが、その本質は本来、

政治的なものではなく、霊的

（spiritual）なものです。教会は

神の民、イエス・キリストと出会

う道を歩んでいる聖なる神の民

です。」 

【貧しい者のための教会】 

「フランシスコは貧しさの人、平

和の人、神による創造世界を愛

し、守護する人です。…彼は平

和の精神（spirit）、貧しい人で

す…貧しい教会、貧しい人のた

めの教会はなんと好ましいこと

でしょうか。」 

⑤  3 月 17 日、＜四旬節第五

シメオン後藤正史神父
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主日ミサ、聖アンナ教会＞ 

【ゆるしへの信頼】 

「主のもとに立ち帰りましょう。主

はいやになってゆるさないなど

ということは決してありません。

絶対に。いやになってゆるしを

求めていないのはわたしたちな

のです。」 

⑥  3 月 17 日、＜お告げの祈

り、聖ペトロ大聖堂広場＞ 

【主日（日曜日）を尊ぶ】 

「わたしたちキリスト者にとって、

今この広場でしているように、日

曜日ごとに出会い、あいさつを

交わし、語り合うのはとても美し

くまた大切なことです。」 

【神のあわれみへの信頼】 

「小さな慈しみがこの世界の冷

たさを幾分和らげ、世界により

多くの正義をもたらします。…た

とえわたしたちの罪が深紅であ

っても、雪のように白くなるだろ

う、というイザヤ預言者のことば

を思い起こしましょう。…神はい

やになってゆるさないなどという

ことは決してありません。…すべ

ての人に対して、慈しみあふれ

る人になっていきましょう。」 

⑦  3 月 19 日、〈ペトロの使徒

座に着座のミサ（聖ヨセフの

祭日）、聖ペトロ大聖堂広場〉 

【小さくされた人々の保護者と

なる】 

「（ヨセフのように）わたしたちの

生活においてキリストを守りまし

ょう。そうすれば、わたしたちは

他人を守れますし、神がお創り

になった世界を守ることができ

ます。…〈保護者〉となる召命と

は人々を守り、互いに、またす

べての人に関心を寄せ愛する

ことです。特に、しばしば後回し

になりがちな子ども、高齢者、

困難の中にある人のことです。

…神がお与えくださった人々の

保護者となりましょう。」 

【責任・愛の不在…破滅への

道】 

「人間がこの責任を果たさない

時はいつでも、神の創造なさっ

た世界と兄弟姉妹を気遣うこと

がない時はいつでも、破滅に陥

りかねない道となり、心はかたく

なになります。悲劇的なことで

すが、どの時代にも〈ヘロデ〉が

いて、死をたくらみ、荒廃をもた

らし、人々の顔を傷つけます。

…」 

【本当の優しさを恐れない】 

「経済、政治、社会生活におい

て責任ある地位についているす

べての人、善意を持ったすべて

の方々にお願いしたい。神の創

造なさった世界の「保護者」、

自然界の中に刻み込まれた神

の御計画の保護者、相互の、ま

た環境の保護者となりましょう。

破壊や死がこの世界の進歩に

伴って、同時に生じるようなこと

になってはいけません。…わた

したちは善あるいは優しさすら

恐れてはなりません。…ヨセフ

の心に、わたしたちは優しさを

見出します。その優しさは弱き

者 の 徳 で は な く 、 む し ろ 霊

（spirit）の強さのしるしです。ま

たその優しさによって、人を気

遣い、深く共感し（compassion）

し、他者に対して、本当に心を

開くことができます。わたしたち

は善や優しさを恐れてはなりま

せん。…マタイ 25：31～46…愛

をもって奉仕する人だけが保護

することができます！…愛をも

って神がわたしたちのお与えく

ださったものを守りましょう。 

 

 教皇フランシスコが一貫して

私たちの説き続けておられるこ

とは１）信仰者の神とのつながり

（祈りの三点セット①、十字架と

共に②、⑤、主日を尊ぶ・神へ

の信頼⑥、優しさ⑦）、２）教会

の在り方（祈る①、血の上に②、

福音を宣べ伝える③、聖霊が

導く・フランシスコにならう④）、

３）社会との関わり（貧しい者の

ため④、社会への責任⑦）で

す。 

 この四旬節は、わたしたち広

島教区民にとって、新助祭（3

月 2 日）、新教皇（3 月 14 日）、

新司祭（3 月 20 日）をいただく

恵みの季節ともなりました。わた

したい広島教区は、モットー「平

和の使徒になろう～信仰からの

奉仕 信仰への奉仕～」と共に、

信仰年・広島教区創立 90 周年

を過ごしております。新教皇のメ

ッセージは、この 2013 年という

節目の年にわたしたちが原点

に立ち返るための大いなる励ま

し、土台となるのではないでしょ

うか。 

                           

 「主イエス・キリスト、信仰の弱

いわたしたちを助けてください。

勇気をもってあなたの道を歩み、

神と人々への愛に生きることがで

きますように。アーメン。」 
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4 月からの行事予定 

 

4/14(日)✝復活節第 3 主日 
・東日本大震災被害地活動

報告会 
・堅信の秘跡準備勉強会 
・マリア会総会 
・ヨセフ会総会 
・結婚セミナー説明会 

4/17(水) 
・聖時間（10:00～12:00、
豊田神父）地下聖堂 

4/21(日)✝復活節第 4 主日 
 世界召命祈願の日 
・10 分間の掃除（ヨセフ

会主催） ９時半ミサ後 

・教会運営委員会（新旧合

同）11：15～ 
・「東日本復興チャリティ

ー春の教会コンサート」 
14:00～世界平和記念聖

堂（主催：エリザベト音

楽大学学生） 
4/25(木) 

・祈りの集い（シスター小

野島）18:30～20:30 

5/19(日)聖霊降臨の主日 

 ・堅信式 

編集後記 

子どもが進学のため広島を離

れることになり、慌ただしく引

越しをしました。4 月になり、

新たなスタートを切る人が多い

と思います。みんなが、自分の

道を見据えて一歩一歩進むこと

ができるよう、祈らずにはいら

れません。がんばれ！（ひ） 

 私たちは、子どもたちに平和の大切さを

伝えたいと願っています。生徒たちは、ス

テンドグラスの光、パイプオルガンの音色

に心を動かされ、真剣に聞き入っていまし

た。その姿を見て、美しいものに感動でき

るのも「平和」があるからだと感じました。生

徒たちは、平和の良さや大切さを感じ取っ

たと思っています。 

静岡県立御殿場特別支援学校担任一同

聖堂に平和学習のため見学に来た子どもたちの感想を順次紹介しています 

 11 月 8 日にはステンドグラスを見まし

た。楽しかったです。パイプオルガンのえ

んそうが、きれいでした。またパイプオル

ガンのえんそうをききたいです。せかいが

へいわでありますように。本当にありがとう

ございました。皆様お元気でおすごしくだ

さい。さようなら 

御殿場特別支援学校 ＡＳ

 
受洗おめでとう 

 

3月30日、復活徹夜祭で12人が洗礼を受け、

1人がプロテスタントから移籍し、13人が私たちの

家族となりました。よろしくお願いします。 


